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施政方針施政方針
町議会 3 月定例会で髙橋寛寿町長が示した本年度の施政方針の概要を紹介します。町議会 3 月定例会で髙橋寛寿町長が示した本年度の施政方針の概要を紹介します。

ま
ざ
ま
な
問
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
10
年
前
の
平
成
24
年
12
月
末
時
点
の
本
町

の
人
口
は
１
万
６
２
１
６
人
、
令
和
４
年
12

月
末
時
点
で
は
１
万
５
２
４
０
人
と
な
り
、

比
較
す
る
と
９
７
６
人
（
△
６
・
01
％
）
の

減
少
で
す
。

　
人
口
構
成
の
対
比
で
は
、
14
歳
以
下
の
年

少
人
口
が
18
・
11
％
の
減
少
、 

15
歳
以
上

64
歳
以
下
の
生
産
年
齢
人
口
が
９
・
89
％
の

減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
65
歳
以
上

の
高
齢
者
人
口
は
８
・
73
％
の
増
加
と
な
っ

て
い
ま
す
。
人
口
全
体
の
数
値
は
緩
や
か
な

減
少
傾
向
で
す
が
、
人
口
構
成
を
見
る
と
典

型
的
な
少
子
高
齢
化
の
社
会
構
成
で
あ
り
、

大
き
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
人
口
が
減
少
し
な
い
活
力
の
あ
る
ま
ち
を

築
く
た
め
に
は
、
住
み
や
す
さ
を
創
造
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
子
育
て
世
代
を
含

む
生
産
年
齢
人
口
を
増
や
す
た
め
に
、
働
く

場
所
、
定
住
す
る
場
所
を
整
え
、
金
ケ
崎
町

に
移
住
し
た
い
と
思
う
よ
う
な
魅
力
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
「
住
み
や
す

さ
日
本
一
」
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
、
第
十
一

次
金
ケ
崎
町
総
合
計
画
の
目
標
を
実
現
す

る
た
め
、
令
和
５
年
度
予
算
を
一
般
会
計

96
億
３
６
０
１
万
７
千
円
、
特
別
・
企
業

会
計
50
億
２
４
７
８
万
１
千
円
、
総
額

１
４
６
億
６
０
７
９
万
８
千
円
と
し
ま
し
た
。

令和5年度令和5年度
金ケ崎町金ケ崎町

　
令
和
２
年
１
月
、
国
内
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
者
が
確
認
さ
れ
て
以
来
、
現
在

も
国
内
の
経
済
活
動
等
に
甚
大
な
影
響
を
も

た
ら
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
国
の
動
向
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
法
上

の
位
置
付
け
が
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

同
等
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
感
染
防
止
対
策

が
緩
和
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
社
会
生
活
が

戻
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
町
民
の
皆
様
に
は
引
き

続
き
、
感
染
予
防
対
策
を
継
続
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
が
見
え
始
め
た
と
こ
ろ

で
す
が
、
国
際
社
会
で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢

等
が
あ
り
、
依
然
と
し
て
日
本
の
経
済
状
況

は
物
価
高
騰
が
続
き
、
国
民
の
生
活
に
多
大

な
負
担
を
強
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
特
に

も
町
内
の
観
光
産
業
・
地
域
産
業
の
事
業
者

や
農
業
経
営
者
は
、
経
営
状
態
が
非
常
に
厳

し
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
態

を
早
期
に
回
復
さ
せ
る
た
め
に
、
岩
手
県
町

村
会
等
を
通
じ
、
経
済
的
な
損
失
・
損
害
を

受
け
た
全
て
の
業
界
に
対
し
て
、
振
興
・
復

興
に
つ
な
が
る
支
援
対
策
を
強
く
国
お
よ
び

県
へ
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
不
安
定
な
社
会
情
勢
・
経
済

状
況
の
中
、
少
子
高
齢
化
の
影
響
が
大
き

く
、
人
口
減
少
社
会
が
最
も
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
労
働
環
境
に
お
け
る
人
材

不
足
の
み
な
ら
ず
、
後
継
者
不
足
に
よ
る
さ
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は
じ
め
に
（
施
政
方
針
か
ら
抜
粋
）

写真：施政方針を述べる髙橋町長（胆江日日新聞社提供）

主要事業紹介「住みやすさ日本一」のまちづくりへ

　

以
上
の
取
り
組
み
に
加
え
、
苦
情
や
ク

レ
ー
ム
と
言
わ
れ
る
も
の
は
、
大
切
に
す
べ

き
町
民
の
皆
様
の
要
望
で
あ
り
、
貴
重
な
意

見
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
い
た
だ
い
た

意
見
や
要
望
等
は
町
で
情
報
共
有
さ
れ
、
業

務
遂
行
の
改
善
に
活
用
し
て
お
り
ま
す
。
今

後
も
町
民
の
声
に
真
摯
に
向
き
合
い
、
課
題

の
改
善
、
軽
減
、
解
消
へ
つ
な
げ
る
こ
と
で

「
住
み
や
す
さ
日
本
一
」
の
ま
ち
づ
く
り
に

挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す
。

産業の振興で
活力のあるまち

未来へつながる
豊かな心を育てるまち

▶工業用地の確保と関連企業の誘致。▶関連企業の円滑
な事業展開・規模拡大を支援し更なる産業集積を図る。
▶中小企業者の経営支援、町内起業・創業の支援。▶農
地の利用に係る計画策定を推進。▶園芸作物への転換を
支援。▶基盤整備事業の採択に向けた支援。▶集落型農
業法人への就農を促進。▶観光資源の魅力発信。▶地域
おこし協力隊制度を活用した魅力発信、関係人口の拡大。

▶地域や幼稚園の特色を生かした幼児期にふさわしい教
育の推進。▶「生きる力」を育む学校教育の推進。▶タ
ブレットを活用したプログラミング・ICT 教育、デジタ
ル教材を利用した学習の推進。▶英語教育の推進。▶地
域課題を解決するための学習機会の提供。▶誰もが自主
的に参加しやすいスポーツ環境の整備。▶町内文化財の
保存・活用。▶町民が芸術文化に触れる機会の創出支援。

む
す
び
に

快適で安全・安心な暮らし
と環境にやさしいまち

▶移住フェア等での若者・子育て世代に対する支援施策・
制度の発信。▶本町で新生活を始める若年者・子育て世
帯等への経済的支援を拡充した定住促進。▶昨年度改善
した道路除排雪を継続し、除雪体制の更なる強化を図る。
▶消防団員の処遇改善・団員確保、組織再編による消防
力の集中化。▶脱炭素化の推進。▶行政手続きのオンラ
イン化、マイナンバーカードの普及促進。

▶生活習慣病予防やがん検診の普及啓発。▶安定した地
域医療の提供。▶ゲートキーパーの養成。▶介護保険事
業計画の策定。▶障がい福祉計画および障がい児福祉計
画の策定。▶国の交付金を活用した出産・子育て応援事
業の実施。▶妊産婦の経済的負担や不安を軽減し、安心
して妊娠出産ができる支援の充実。▶子どもの医療費助
成現物給付対象者の拡大・充実。

いきいきと
健やかに暮らせるまち

重点的な取り組み
■除排雪対策　除雪機械の導入、除雪センター整備など
■給食費無償化　子育て世帯の経済的負担軽減等による定
住・移住促進など
■工業振興　岩手中部工業団地内の工業用地造成完了など
■トヨタ自動車東日本㈱硬式野球部の室内練習場に伴う代
替駐車場の早期整備　用地の取得や整備計画の策定
■東北本線六原駅周辺の環境整備　六原駅の駐車場整備、
一般国道４号と東北本線六原駅とを結ぶ道路整備
■持続可能な行財政運営　事務事業の見直し、安定的な財
政基盤の維持、公共施設の適切な在り方検討など
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